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1　は　じ　め　に

ササニシキの出穂時の穎花当たり乾物重は低く，収量は

出穂後の同化生産に大きく依存すると考えられる。しかし

出穂時に転流可能な炭水化物が著しく低下することは登熱

の不安定をもたらし，また不順天候年では幼穂発育時の同

化蓄積が健全な穂の形成に果す役割を看過できない。昭和

55年からの東北地方の水稲作気象災害については多方面か

ら解析されているが，出穂前の同化蓄積の実態についての

報告は少ない。本研究は宮城県農業センター名取作況圃及

び岩沼泥炭試験園のササニシキについて主に幼穂形成期か

ら出穂期にかけての蓄積炭水化物の推移を56年より59年に

わたる気象変動との関連で検討した。

2　試　験　方　法

炭水化物の定量は風乾徴粉砕試料を用い，オートクレー

ブによりデンプンを糊化したのちアミラーゼにより糖化

Ll），生成したグリコースをグリコスタット法＊により測定

する方法を用いた。

蓑1　圃場概要

圃　　 場 土 壌 統
N 匂／10 8

基肥 減分追
移 植 日

名 取 作況 田　 川　 統 5　　　 1 5／10　稚苗

岩沼鉱質田 保　 倉　 統 7　　　　 2 5／10　中苗

3　結果　と　考察

一般に蓄積炭水化物は幼穂形成期から出穂期にかけてデ

ンプンの形で，主に梓．葉鞘に貯えられ，出穂後穂へ転流

する。図1に彙身と茎（葉鞘＋梓）の炭水化物含量の関係

を示した。58年では棄身の茎の含量比はおおむね1：5で

あるが，この年は後述のように特異であり，一般的には56

年の例のように茎中で25～30％に対し棄身は3～5％（出

穂時の穂の含塩もはば同様）である。したがって出穂期以
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前の同化蓄積の推移をみるには蓄積主体である茎の含量を

追えば良い。

昭和56～59年各年の水稲の生育の特徴と7，8月の気象及

び同化蓄積の推移との関係を表2，図2を参考にして述べ

る。①56年は，5，6月の連続低温により最高分げっ親が

7月19日，出穂が8月19日と生育が大幅に遅れ，有効茎の

低下と登熟期間の不足により減収した遅延型冷害年である。

一棟枚数，千拉垂とも平年並であるのは幼穂発育期間の同

化蓄積が30％もあり，乾物の低下のためN含量も高かった

ためと考えられる。⑧57年には初期生育は好天に恵まれす

こぶる良好であったが滅分期の低温少照が穂の発育に悪影

響を与え，一棟籾数，千粒垂が低下した。この理由を同化

産物の低下に求める考えもあるが，図1－bに示すように

同化蓄積は高く推移している。このことは減数分裂期の低

温による水稲代謝低下が以前に蓄積した炭水化物を穂の形

成に利用するのをさまたげたことを示す。また初期生育良

好により乾物が高いためN濃度低下の影響が大きく，一層，

代謝の低下を助長したものと思われる。③58年には扉当た

り籾数は多かったが．出穂後の少照により発育停止した籾

が多く登熟歩合が低下した。また上位節間の著しい伸長に
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よって倒伏が誘発されたのも特徴である。図1－Cにみら

れる蓄積炭水化物の幼穂形成期から出穂期にかける急激な

低下は他の年次にはみられない。特に岩沼圃場ではN多肥

とあいまって出穂期には転流可能な分がほとんどない。ま

たこの年は葉色が濃く推移し，更に幼穂発育期間が非常に

短くなったことも特異であった。これらのことから推定す

ると，出穂前の一時的好天が高いN含量とあいまって水稲

の代謝を急激に高めたため蓄積炭水化物は穂の発育，更に

上位節間の伸長に急激に消費されたものと考えられる。こ

のように蓄積炭水化物が低い状態で出穂後の少照に適った

ので発育停止籾の発生が増大した。④59年は減数分裂期か

ら連続高温多照に恵まれて一棟籾数の増加，登熱期の高い

同化生産により増収した。蓄積炭水化物は幼横形成期以前

の不順天候のため貯えが少なくやや低い推移を示した。特
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表2　名取作況圃生育概況

廟 量 構 成

収　 量 穂　 数
一 棟

も み 数

登 熟

歩 合
千 拉 垂 搾　 長

（ゆ／10 8 ） （ 〝 ） （％） （ダ） （（Ⅶ ）

4 3 0 4 6 4 5 9 ．5 75 ．2 2 0 ．7 7 7 ．7

4 18 4 9 3 5 5 ．6 77 ．8 19 ．6 7 6 ．3

4 3 2 5 7 6 5 8 ．8 6 0 ．9 2 1 ．2 8 7 ．3

52 6 4 8 7 6 8．3 7 3 ．3 2 1 ．6 8 7 ．1

年

度

に岩沼圃では生育が早まって減数分裂期が気象の回復期に

当たり，代謝活性が高いため出穂期にかけて蓄積炭水化物

が減少して穂の発育がよく，一棟籾数，千校重とも異例な

高さを示した。

2　　　4　　　6　　　2　　　4　　　6

7月　　　　　　　　8日

図2　気象要因と茎中炭水化物（％グルコース）の推移
注．0幼穂形成期　△減数分裂期　口出穂期

4　　ま　　と　　め

56年から59年のササニシキについて幼稔形成期から出穂

期にかけての蓄積炭水化物の推移をみた。この時期の炭水

化物の推移は気象条件，水稲の生育と関係し穂の形成，豊

熟初期の転流に重要な役割を果たしていることが示唆され

た。気象の著しい変動の中で良質安定多収のかざは幼穂発

育期間の適正な同化蓄積を保ちながらそれの有効利用をは

かるN栄養，水管理技術にあると思われる。
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